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機会を捉えて日本文化を考える 

１月行事予定 
日 曜  日 曜  

１ 金 元日 17 日 後期学校美術展（市民会館）餅つき大会 

２ 土  18 月 あいさつ運動（５年） 

３ 日  19 火  

４ 月 仕事始め 20 水 クラブ 

５ 火  21 木 避難訓練 

６ 水 ３学期始業式 子ども見守り強化の日 22 金 大根出前授業（５年） 

７ 木 給食開始 体位測定（１・２年） 23 土 科学作品展（フォルテワジマ） 

８ 金 校内書初会～１８日体位測定（３・４年） 24 日 科学作品展（フォルテワジマ） 

９ 土  25 月 あいさつ運動（４年） 

10 日  26 火  

11 月 成人の日 27 水  

12 火 あいさつ運動（６年） 

体位測定（５・６年） 

28 木  

13 水 委員会 給食費振替日 29 金  

14 木 陶芸出前授業（なかよし） 30 土 少年の集い（あいあいセンター） 

15 金 子ども見守り強化の日 31 日 長距離選手権 

16 土 後期学校美術展（市民会館） 

餅つき準備 県 PTA指導者研修会 

   

 明けましておめでとうございます。いよいよ平成 28 年、2016 年、新しい年の始ま

りです。年が改まると、気持ちも改まります。明るい新年の気持ちになっている自分を感

じることができるのはとても気持ちがいいものです。 

 お正月は、日本の文化を感じる良い機会です。おせち料理やお雑煮は食べましたか？ 

おせち料理は、それぞれの食材に意味を持たせて新年の食卓に並んでいます。それぞれの

意味を家族で調べてみると面白いと思います。お雑煮については、各家庭によっておせち

料理よりももっと違いがあります。お父さんやお母さんの出身によってもいろいろなお

雑煮があります。その地方のそれぞれの先人たちが地域に合わせて残してきた食文化と

いうものをみんなで考えてみることも大切だと思います。 

 また、初詣もこの時期のものです。新しい年に、新たな気持ちで神様の前で手を合わせ

ることも一つの文化と考えられます。私の初詣は「昨年がんばろう」と思ったものをどこ

までできたのかを神様に報告するとともに、「今年がんばろう」と思うことを神様に知ら

せに行くものにしています。神頼みではなく、自分が精いっぱい頑張ってみたかどうかを

自分なりに考える場にしています。 

このようにお正月に関わったいろいろなことを子どもたちと一緒に調べたり考えたり

することで日本の文化を考える機会にしてもらえたらと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、今年もご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

                            学校長 鈴木英樹 
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毎日の食生活の中で気をつけたい「はし」の持ち方・使い方  栄養教諭 湯川 真里 

 「はし」の持ち方、使い方は、毎日の積み重ねが大切です。知らず知らずのうちに望ま

しくない持ち方をしていたり、他の人の迷惑になるような持ち方をしていたりする場合があ

ります。 

 給食室前で給食の後片付けをしていると、ごはん給食の日、お茶碗にごはん粒がいっぱい

ついたまま返却されているのをよくみかけます。「はし」を上手に持つことができ、使うこ

とができるとごはん粒を残さないで食べることができると考え、2 学期楽しみながら持ち方

を学習しました。 

        

 

 

               

 
                                              

 

 

 

はしの持ち方練習           豆運びゲーム 

「はし」を上手に持つこと、使うことで、食事を最後まで残さず食べることができること

は、食べ物を大切にする心にもつながると考えます。冒頭にも書いたのですが、「はし」の

持ち方、使い方は日々の積み重ねです。ぜひお家でも意識していただければと思います。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１月１７日に、「大餅つき大会」が開かれます。 昨年の暮れに予定しましたが、世間にノロ

ウィルスが増えてきたことから延期しました。育友会が早くから準備を重ね、子供たちや卒

業生、保護者の方に加え、地域の方にもお手伝いいただく予定です。ぜひご参加よろしくお

願いします。 

                                 【家庭数配布】 

 
 
 

１２月６日、『第３７回和歌山市小学校合唱祭』に参加しました。和歌山市内４４ 

校が参加し、名草小学校は最後に出演しました。『異邦人』『ありがとう』の 2曲を 

披露し、大きな拍手をいただきました。 

はしの望ましい持ち方 

 上のはしは、鉛筆を持つように持

って、下のはしは、親指のつけ根と

薬指の第一関節あたりで軽く持ちま

す。 

はしの語源(日本料理大辞典より) 

鳥の「はし(嘴)」、すなわち「くちばし(嘴)」と同じで挟

むものの意味。他にも食と口を「橋渡し」の意味から転

じたもの、また棒の「端」を利用するという意味から転

じたもの等があります。また、割り箸は使い捨てと思わ

れがちですが、昔はその人のために用意したという意

味を込めて用いた。 
 

２㎝四方位のスポンジに顔を書いて

います。普段の持ち方で持ってみて

泣き顔になるようにつかんでみま

す。 

紙粘土をうずら卵位にまるめています。これ

を手のひらと小指に挟んで｢はし｣を持つと 

平行になるように持つことができます。 


